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論 文 内 容 の 要 旨 
 
申請論文は、認知症高齢者の行動・心理症状（BPSD）の改善方法について、特別養護老人ホー
ムなどの介護職員が行っている対応事例を質的に分析し、どのような対応が行われているのかを
明らかにしている。そして、量的分析により、行動・心理症状に対する対応方法についての介護
職員の一般的傾向や、介護職員の実践内容を向上させる関連要因を明らかにしている。本論文は、
序章、第 1 章から第 5 章、終章で構成されている。第 1 章では、行動・心理症状に対する支援方
法に関する先行研究を分類し、先行研究における問題点を指摘している。そして、特別養護老人
ホームなどで行うことが可能な対応方法についての提言を行っている。第 2 章では、行動・心理
症状に対応する介護職員の行動について、質的な内容分析を行い、どのような対応がなされてい
るのかを明らかにしている。第 3 章では、第 2 章で明らかとなった内容や先行研究を踏まえて、
介護職員が行っている行動・心理症状に対する対応についての一般的傾向を明らかにするため、
因子分析が行われた。分析の結果、「余暇活動の参加促進および役割形成についての支援」「施設
内の他の認知症高齢者との関係形成および家族との関係形成についての支援」「なじみの環境整
備」「安全配慮」「介護職員と認知症高齢者との関係形成」の５つの因子が抽出されている。第 4
章では、行動・心理症状に対して適切な対応ができている介護職員の個人特性を明らかにしてい
る。共分散構造分析を用いて分析を行った結果、個人特性としては、「パーソンセンタードケアの
実践の程度」と「自主的に参加する外部研修の回数」が関連していることが明らかとなった。第
5 章では、行動・心理症状に対して適切な対応ができている介護職員の職場環境の特徴を明らか
にしている。共分散構造分析を用いて分析を行った結果、職員の専門的な裁量権や自主性が尊重
されていること、上司からのサポートが十分であること、認知症高齢者との関係が良好に保てる
ような時間的配慮があること、職場での研修が十分であることなどが、介護職員が行う行動・心
理症状に対する対応内容に影響を与えていることが明らかとなった。終章では、各章のまとめを
行い、認知症高齢者の行動・心理症状に対する介護職員の対応や実践内容を向上させるための提
言が行われている。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
申請論文では、認知症高齢者の行動・心理症状に対する介護職員の適切な対応方法が、質的・
量的な研究手法を用いて明らかにされている。また、本論文では、行動・心理症状に対する対応
方法の具体的な内容だけでなく、その対応方法や実践内容の質を高める要因についても明らかに
され、その知見から具体的な提言がなされている。特に、量的研究においては、共分散構造分析
を用いて精緻な分析が行われ、認知症高齢者の行動・心理症状に適切に対応する介護職員の特性
や職場環境の特徴が明示されている。本論文でなされた一連の研究は、これまでにはあまりみら
れなかった研究内容であり、本論文で示された内容は、認知症高齢者の行動・心理症状に対する
ケアに関する研究領域において先駆的なものとなっている。また、本研究で得られた知見は、今
後の認知症高齢者の行動・心理症状に対応するための介護実践の向上に役立つ具体的な実践的含
意を示すものである。これらの点で本論文は高く評価することができる。慎重に審査を行った結
果、本審査委員会は申請論文が博士（学術）の学位を授与するに値するものであると認めた。 
 
